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魅力あふれるまち  吉田町」に向かい
企業会計予算を可決

　

28
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
28

年
度
当
初
予
算
７
件
、
27
年
度
補
正
予
算
５
件
、
条
例
の
一
部
改
正
10
件
、
条
例

の
制
定
２
件
、
町
道
の
路
線
廃
止
お
よ
び
路
線
認
定
各
１
件
、
規
約
の
変
更
１
件
、

事
務
の
委
託
廃
止
・
事
務
の
委
託
各
１
件
、
基
本
構
想
１
件
、
人
事
案
件
２
件
の

32
議
案
を
審
査
し
可
決
・
同
意
し
た
。（
ｐ
２
〜
６
）

　

議
員
発
議
の
決
議
と
要
望
書
に
つ
い
て
も
可
決
し
た
。（
ｐ
７
）

28年度一般会計予算
９５億９，２００万円（対前年比　１億１，７００万円・１．２％増）

【新年度予算の新たな取り組み】　★は新規の予算事業
○「津波防災まちづくり」による安全・安心な町土を形成する
　（予算：3億5,054万円）
　・漁港環境整備事業：多目的広場盛土工事　2億6千万円
　★同報無線操作卓更新事業（デジタル化）　4,565万円
○本町における安定した雇用を創出する（予算：5,644万円）
　★企業立地促進事業補助金　5,200万円
　★創業支援セミナー講師謝礼金等　61万円
　★図書館ビジネスコーナー設置　139万円
○本町への新しいひとの流れをつくる（予算：3億1,466万円）
　★「吉田町まちづくり公社」へ防災公園管理委託　372万円
　・防災公園整備事業　2,130万円
　★一般社団法人「吉田町まちづくり公社」負担金　1,337万円
○若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる（予算：2億7,471万円）
　★ファミリーサポートセンター事業（育児等援助事業）285万円
　★放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ第３子利用料無料）4,626万円
　★保育園管理費（第３子保育料無料※）1億4,726万円
○時代に合った地域をつくり、地域と地域を連携する（予算：11億6,958万円）
　★出産等支援交通費支給（妊婦検診・出産時等の交通費）810万円
　・ラーニングプラン事業等（土曜日学習塾など）1,827万円
　★図書館子育て支援コーナー　122万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※所得制限あり

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
に
国
の
補
助
金
が
少

な
い
と
聞
く
が
ど
う
か
。

答　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
最
も
重
視
す
る

が
、
国
か
ら
の
補
助
750
万

円
（
2
分
の
１
）
を
計
上

し
て
い
る
。
対
策
を
継
続

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
町
税
滞
納
繰
越
分

が
増
え
て
い
る
が
減

ら
せ
な
い
か
。

答　
現
年
分
の
徴
収
率

は
上
が
っ
て
い
る

が
、
困
難
な
事
案
が
増
え

て
い
る
。

問　
起
債
残
高
の
ピ
ー

ク
は
27
年
度
と
聞
い

て
い
る
が
ど
う
か
。

答　
ピ
ー
ク
の
時
期
は

先
に
延
び
、
31
年
度

と
見
込
ん
で
い
る
。
元
利

合
わ
せ
て
約
12
億
円
弱
と

な
る
。

問　
シ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
構
想
の
水
産
業

費
補
助
金
は
港
周
辺
に
限

定
さ
れ
る
の
か
。

答　
漁
業
基
盤
整
備
の

補
助
金
で
、
多
目
的

広
場
を
含
め
て
整
備
す
る
。

問　
不
動
産
収
入
と
し

て
760
万
円
見
込
ん
で

い
る
が
、
土
地
売
買
は
回

復
基
調
に
あ
る
の
か
。

答　
５
年
間
の
平
均
で

計
上
し
た
も
の
で
、

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
町

有
地
は
適
切
に
管
理
し
、

有
効
に
活
用
し
て
い
く
。

２8
年
度�

一
般
会
計
予
算

吉田漁港東側の多目的広場予定地

�【
歳
入
質
疑
】
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将来都市像「人が集い  未来へはばたく
平成28年度一般会計、特別会計、

問　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」、

収
入
と
経
費
の
バ
ラ

ン
ス
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
収
入
３
千
万
、
経

費
は
２
０
３
８
万
を

見
込
み
、
約
50
％
を
返
礼

品
に
と
考
え
て
い
る
。
返

礼
手
数
料
、
代
行
委
託

料
、
特
産
品
の
掘
り
起
こ

し
も
図
る
。

問　
職
員
の
時
間
外
勤

務
手
当
が
27
年
度
は

大
き
な
増
額
だ
っ
た
が
、

不
用
・
不
急
の
残
業
は
好

ま
し
く
な
い
が
。

答　
昨
年
は
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
や
総
合
計
画

な
ど
業
務
が
集
中
し
た
。

公
務
の
効
率
性
を
考
え
削

減
に
努
め
る
。

問
　

防
犯
灯
整
備
費
200
万

円
の
年
間
計
画
は
。

答　
移
設
、
新
設
を
計

上
し
た
。

問　
ま
ち
づ
く
り
住
民

意
識
調
査
の
内
容
は

従
来
と
違
う
点
は
あ
る
の
か
。

答　
第
４
次
総
合
計
画

の
総
括
、
第
５
次
の

目
標
と
合
わ
せ
て
、
達
成

度
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し

た
い
。

問　
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
と
し
て
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
塾
の
送
迎
、
夕

方
の
一
時
預
か
り
な
ど
を

行
う
と
聞
く
が
、
需
要
と

供
給
と
の
バ
ラ
ン
ス
、

至
っ
た
経
緯
は
。

答　
新
子
育
て
制
度
に

よ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
あ

る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
で
や
り
た
い
。
学
童

ク
ラ
ブ
へ
の
送
迎
な
ど

ニ
ー
ズ
は
あ
る
。
担
い
手

は
高
齢
者
の
方
な
ど
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　
第
３
子
保
育
料
の

無
料
を
国
は
所
得

360
万
円
未
満
世
帯
と
制
限

し
て
い
る
。
町
の
施
策
と

し
た
全
員
無
料
と
で
き
な

い
の
か
。

答　
第
３
子
を
全
員
無

料
に
す
る
と
１
７
０

０
万
円
の
収
入
減
に
な

り
、
影
響
が
大
き
い
と
判

断
し
た
。

問　
子
ど
も
発
達
支
援

事
業
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
が
、
年
間
を
通

じ
て
対
応
で
き
る
予
算
と

な
っ
て
い
る
か
。

答　
臨
時
職
員
手
当
を

増
額
し
て
い
る
。

問　
出
産
等
支
援
交
通

費
の
算
出
根
拠
は
。

答　
焼
津
の
病
院
へ
タ

ク
シ
ー
で
行
く
例
を

想
定
し
、
一
人
当
た
り

３
万
円
を
一
律
に
支
給
し
、

270
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
出
産
予
定
者
へ
の

Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答　
４
月
１
日
以
降
出

産
の
人
が
対
象
と
な

る
。母
子
手
帳
な
ど
で
把
握

し
て
い
る
が
、周
知
し
て
い
く
。

問　
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
不
妊
・
去
勢
手

術
費
の
補
助
は
300
万
円
と

増
え
た
が
、
今
後
の
見
通

し
は
。

答　
31
年
度
ま
で
に

１
千
件
を
目
標
に
計

画
を
立
て
、
毎
年
100
件
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

問　
シ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
構
想
の
多
目
的

広
場
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

で
の
国
・
県
補
助
金
利
用

の
制
約
は
な
い
か
。

答　
目
的
に
し
ば
り
は

な
い
。
上
部
利
用
は

水
産
振
興
を
目
的
と
し
、

公
園
的
な
も
の
で
防
災
機

能
を
備
え
た
も
の
と
す
る
。

問　
湯
日
谷
川
水
門
は

耐
震
補
強
を
し
た

が
、
Ｌ
２
ク
ラ
ス
の
地
震

に
対
応
す
る
設
計
と
な
っ

て
い
る
か
。

答　
県
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
Ｌ
１
対

応
と
な
っ
て
い
る
。
Ｌ
２

へ
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

問　
防
災
事
業
と
し

て
、
住
吉
幹
線
に
は

５
基
の
街
路
灯
を
整
備
予

定
で
あ
る
が
、
東
名
川
尻

幹
線
は
ど
う
か
。

答　
財
政
的
手
当
を
考

え
て
、
国
な
ど
の
協

力
を
得
た
い
。

問　
町
営
住
宅
の
空
き

家
は
処
分
す
る
な
ど

管
理
費
を
考
え
た
ら
ど
う

か
。答　

長
寿
命
化
を
進

め
、
適
切
な
管
理
を

し
て
い
く
。

問　
図
書
館
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
子
育
て
コ
ー

ナ
ー
が
新
設
さ
れ
る
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
の
か
。

答　
喫
茶
室
・
パ
ソ
コ

ン
室
で
利
用
で
き
る

が
、
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
も

ワ
イ
フ
ァ
イ
な
ど
使
え
る

よ
う
に
し
た
い
。

問　
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ

ン
で
土
曜
日
の
公
設

学
習
塾
を
設
け
る
と
し
て

い
る
が
。

答　
土
曜
学
習
を
「
公

設
塾
」
に
し
、
中
身

の
面
で
質
を
高
め
た
い
。

吉
田
町
学
力
調
査
の
結
果

で
個
々
を
指
導
し
た
い
。

�【
歳
出
質
疑
】

3 よしだ議会だより 第81号



土
地
取
得
事
業�

特
別
会
計
予
算
質
疑

　

質
疑
な
し

国
民
健
康
保
険
事
業�

特
別
会
計
予
算
質
疑

問　
国
保
税
に
つ
い
て

30
年
度
か
ら
事
業
が

県
主
体
と
な
る
が
町
の
準

備
、
対
応
は
。

答　
国
民
健
康
保
険
広

域
化
に
つ
い
て
は
県

と
市
町
の
共
同
運
営
と
な

る
。
県
と
協
議
に
よ
り
町

と
し
て
も
円
滑
に
進
め
て

い
く
。
28
年
度
は
市
町
と

の
検
討
内
容
を
決
定
し
て

い
く
。

問　
徴
収
税
率
、
被
保

険
料
に
つ
い
て
保
険

者
の
負
担
の
問
題
も
含
め

国
か
ら
予
算
が
つ
け
ら
れ

た
が
、当
町
へ
の
影
響
は
。

答　
保
険
税
軽
減
分
の

対
象
範
囲
を
拡
大
し

た
。
２
割
軽
減
の
人
ま
で

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
保

険
料
の
収
納
率
に
対
し
て

軽
減
世
帯
そ
れ
ぞ
れ
の
率

も
拡
大
し
て
い
る
。
保
険

基
盤
安
定
に
つ
い
て
は
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

問　
保
険
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
保
険
料
の

引
き
下
げ
な
ど
考
え
は
。

答　
基
金
残
高
が
多
く

残
っ
て
い
る
。
８
千

万
繰
り
入
れ
し
て
い
る
。

30
年
度
広
域
化
に
向
け
、

県
が
示
す
保
険
料
、
税
率

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

問　
医
療
費
の
適
正
化

に
つ
い
て
行
っ
て
い

る
施
策
は
。

答　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
の
推
進
で
診

療
率
50
％
、
レ
セ
プ
ト
点

検
を
引
き
続
き
行
う
。
特

定
検
診
の
受
診
率
は
40
％

で
国
の
目
標
が
あ
る
た

め
、
上
げ
て
い
き
た
い
。

こ
れ
と
組
み
合
わ
せ
て
女

性
限
定
で
あ
る
が
、
ガ
ン

検
診
の
回
数
、
平
日
を
増

や
す
。
集
団
検
診
も
行

う
。
広
報
に
予
定
を
載

せ
、
保
健
協
力
員
に
も
Ｐ

Ｒ
を
促
す
。

問　
若
年
層
（
40
～
44

歳
）や
男
性
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

答　
若
年
層
に
つ
い
て

は
女
性
は
ガ
ン
検
診

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。
26
年
度
か
ら
始
め
た

土
曜
日
検
診
一
日
は
男
性

も
受
診
で
き
る
。
集
団
検

診
が
午
後
の
た
め
ガ
ン
検

診
と
タ
イ
ア
ッ
プ
が
多
く

で
き
な
い
。
他
課
と
計
画

し
て
い
く
。

問　
基
金
残
高
か
ら
広

域
化
へ
向
け
て
ど
の

く
ら
い
の
金
額
を
考
え
て

い
る
か
。

答　
納
付
金
の
支
払
い

は
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
で
ま
か
な
う
。
条
例

上
で
は
５
％
で
積
み
た
て

る
と
1
億
２
千
万
円
に
な

る
。
27
年
度
末
は
こ
れ
を

ク
リ
ア
で
き
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業�

特
別
会
計
予
算
質
疑

問　
保
険
料
の
軽
減
措

置
に
係
わ
る
対
象
者

を
も
れ
な
く
軽
減
し
て
い

る
の
か
。

答　
当
町
は
大
き
な
影

響
は
な
い
。
軽
減
は

引
き
続
き
さ
れ
て
い
る
。

６
割
近
く
の
方
が
対
象
と

な
る
。

問　
６
割
の
方
の
特
徴

は
。

答　
９
割
軽
減
330
人
の

う
ち
70
人
が
社
会
保

険
被
扶
養
者
と
試
算
し
て

い
る
。

特
別
会
計
総
額
予
算
は
、
66
億
９
０
５
２
万
円
で
前
年
度

よ
り
３
１
０
２
万
円
の
減
と
な
る
。

28
年
度
特
別
会
計
予
算

総
額
66
億
９
０
５
２
万
円

ジェネリック医薬品

特別会計（内訳） 単位：万円
事業名 本年度 前年度 差引増減

土地取得 　1,505 1,505 0

国民健康保険 332,595 329,337 3,258

後期高齢者 238,092 21,475 2,333

介護保険 194,869 183,277 11,591

公共下水道 116,273 136,559 △20,286

合計 669,052 672,155 △3,102

水道事業会計（内訳） 単位：万円
区分 収入 支出 差引増減

収益的収支 58,277 50,440 7,836

資本的収支 2,363 35,860 △33,496

主
な
質
疑
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問　
旧
す
み
れ
保
育
園

を
改
修
し
、
創
業
支

援
施
設
と
し
て
使
う
が
、

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で

行
う
の
か
。

答　
産
業
課
を
相
談
窓

口
に
し
、
創
業
の
た

め
の
短
期
間
の
準
備
機
関

と
し
て
貸
す
も
の
で
あ

る
。
同
時
に
３
人
創
業
し

よ
う
と
す
れ
ば
で
き
る
。

問　
情
報
発
信
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
は
町
民
の

参
加
を
ど
の
よ
う
な
形
で

検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
公
社

で
運
営
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
持
つ
。
吉
田
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
な
商
品

を
紹
介
し
、
取
組
み
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
つ
な
げ
ら

れ
れ
ば
と
考
え
る
。

問　
漁
業
近
代
化
資
金

利
子
補
助
金
の
枠
を

と
っ
て
い
る
が
、
利
用
者

が
少
な
か
っ
た
。
分
析
は

し
て
い
る
か
。

答　
上
期
５
人
、
下
期

１
人
で
あ
っ
た
。
鰻

は
夏
場
の
出
荷
に
合
わ
せ

て
い
る
た
め
下
期
は
少
な

か
っ
た
。
後
継
者
不
足
と

分
析
す
る
。

問　
Ｐ
Ｒ
が
少
な
い
の

で
は
。

答　
決
ま
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
Ｐ
Ｒ
を

強
化
し
て
い
く
。

問　
富
士
見
幹
線
整
備

事
業
の
避
難
灯
の
設

置
は
南
北
の
避
難
道
路
に

つ
け
る
べ
き
で
は
。

答　
町
の
防
災
拠
点
と

な
る
場
所
で
あ
る
。

物
資
の
受
け
渡
し
、
イ
ン

タ
ー
に
直
結
し
、
夜
間
も

物
資
の
搬
入
が
あ
る
。

問　
避
難
灯
で
ど
う
い

う
街
路
灯
な
の
か
、

違
い
は
。

答　
蓄
電
機
能
を
備
え

た
防
災
誘
導
灯
を
考

え
て
い
る
。
車
道
か
ら
の

乗
り
入
れ
や
景
観
上
も
好

ま
し
い
も
の
を
と
考
え
て

い
る
。

介
護
保
険
事
業�
特
別
会
計
予
算
質
疑

問　
認
知
症
対
策
に
つ

い
て
ど
う
す
る
か
。

答　
地
域
で
く
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
手

引
書
、
ケ
ア
パ
ス
を
作
成

す
る
。
全
世
帯
へ
配
布
と

周
知
活
動
を
進
め
て
い

く
。問　

徘
徊
す
る
人
に
対

し
て
の
対
策
は
。

答　
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ

て
い
る
。
保
護
し
た
例
も

あ
る
。

問　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
所
の
運
営
や
職

員
に
関
す
る
こ
と
な
ど
厳

し
い
面
も
あ
る
が
、
ど
う

い
う
支
援
を
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
の
問
題
は
あ
る

が
、
人
材
の
確
保
で
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
と
考
え

る
。

公
共
下
水
道
事
業�

特
別
会
計
予
算
質
疑

問　
受
益
者
負
担
金
の

減
額
の
理
由
は
。

答　
賦
課
す
る
面
積
が

少
な
か
っ
た
。

問　
受
益
者
の
加
入
率

を
増
や
す
た
め
に
考

え
て
い
る
こ
と
は
。

答　
賦
課
の
見
直
し
、

優
先
的
に
受
益
が
必

要
な
所
を
見
直
す
。

水
道
事
業�

会
計
予
算
質
疑

問　
収
納
率
を
上
げ
て

い
る
が
、
状
況
的
に

ど
う
か
。

答　
95.8
％
収
納
率
を
達

成
し
た
。
厳
し
い
が

少
し
ず
つ
上
げ
て
い
き
た

い
。問　

今
後
想
定
さ
れ
る

大
き
な
事
業
は
。

答　
第
一
水
源
、
第
二

水
源
の
代
替
で
、
第

九
水
源
が
必
要
と
考
え

る
。

主
な
質
疑

平成27年度 一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出総額３億189万円を補正し、総額102億8,133万円となる。

◎特徴
○まちづくり賑わい創出事業費　　　　　　　　　　　　　４，３５０万円
○情報化推進費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，４７２万円
○戸籍・住民基本台帳事務費　　　　　　　　　　　　　　　  ８５４万円
○社会福祉施設管理事業費　　　　　　　　　　　　　１億４，１８３万円
○保育園管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ８６万円
○担い手育成総合対策事業費　　　　　　　　　　　　　　１，０７１万円
○水産振興費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２９７万円
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【
全
員
一
致
で
可
決
】

問　
近
隣
の
他
市
町
に

比
べ
て
待
遇
の
面
で

差
が
あ
る
と
聞
く
。
そ
れ

を
ふ
ま
え
て
改
正
し
た
の

か
。答　

他
市
町
と
の
比
較

で
は
な
く
、
人
事
院

勧
告
に
沿
っ
た
も
の
で
あ

る
。【

全
員
一
致
で
可
決
】

問　
新
教
育
長
は
特
別

職
に
な
っ
た
の
で
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
改
正
し

て
い
け
ば
い
い
の
で
は
。

答　
経
過
措
置
で
旧
と

し
て
い
る
。
人
事
院

勧
告
に
基
づ
く
も
の
で
、

現
在
は
特
別
職
で
は
な
い
。

【
全
員
一
致
で
可
決
】

問　
審
査
期
間
を
30
日

か
ら
60
日
へ
改
正
で

当
局
と
事
務
局
に
影
響
は
。

答　
９
月
議
会
提
出
を

前
提
に
す
る
と
決
算

審
査
を
30
日
以
内
に
審
査

す
る
に
は
厳
し
い
日
程
で

あ
る
。【

全
員
一
致
で
可
決
】

問　
高
齢
化
社
会
に

な
っ
て
い
る
が
、
福

祉
課
を
ま
と
め
た
メ
リ
ッ

ト
は
。

答　
総
合
戦
略
の
基
本

計
画
の
関
係
も
あ

る
。
民
生
委
員
は
社
会
福

祉
課
だ
が
、
ま
と
め
る
こ

と
で
課
と
課
の
調
整
が
な

く
な
る
。

問　
下
水
道
課
が
上
下

水
道
課
に
な
る
が
、

課
は
ど
こ
に
置
く
の
か
。

答　
庁
舎
２
階
に
置

く
。
有
効
な
利
用
を

考
え
て
い
く
。

問　
こ
ど
も
未
来
課
を

教
育
委
員
会
に
含
め

る
こ
と
も
可
能
か
。

答　
教
育
に
主
眼
を
置

い
た
配
置
に
な
っ

た
。
保
育
園
と
小
学
校
と
の

連
携
を
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン

に
も
合
わ
せ
て
５
階
へ
持
っ

て
行
っ
た
。
毎
年
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
全
員
一
致
で
可
決
】

【
全
員
一
致
で
可
決
】

【
全
員
一
致
で
可
決
】

【
全
員
一
致
で
可
決
】

【
全
員
一
致
で
可
決
】

【
全
員
一
致
で
可
決
】

【
全
員
一
致
で
可
決
】

【
全
員
一
致
で
可
決
】

問　
学
ぶ
べ
き
郷
土
の

歴
史
に
つ
い
て
町
の

考
え
は
。

答　
展
望
台
小
山
城

は
、
歴
史
文
化
を
学

ぶ
場
で
あ
る
。
観
光
施
設

を
利
用
し
な
が
ら
歴
史
に

触
れ
て
い
た
だ
く
、
引
き

続
き
後
世
に
残
し
て
い
く
。

問　
地
域
公
共
交
通
会

議
の
な
か
で
２
０
２

３
年
ま
で
の
事
業
計

画
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
あ
る
の
か
。

答　
ま
だ
具
体
的

に
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。

問　
企
業
に
対
す

る
要
請
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
。　

答　
町
づ
く
り
公

社
も
加
わ
り
、

町
内
の
企
業
と
の
連

携
を
深
め
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
実
現

さ
せ
て
い
く
か
意
識
の
共

有
を
図
る
。

○
吉
田
町
監
査
委
員
の
選

任

片
岡
81
番
地
の
13

伊
藤　

利
勝　

氏

○
吉
田
町
教
育
委
員
会

　

教
育
長
の
任
命

片
岡
２
０
３
９
番
地

　
　
　

浅
井　

啓
言　

氏

【
全
員
一
致
で
同
意
】

条
例
の
一
部
改
正

基
本
構
想

人
事
案
件

展望台小山城

○
吉
田
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等

○
第
５
次
吉
田
町
総
合
計

画
基
本
構
想

○
吉
田
町
監
査
委
員
に

関
す
る
条
例

○
吉
田
町
課
設
置
条
例

○
旧
吉
田
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時

間
等
の
関
す
る
条
例

○
行
政
不
服
審
査
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

○
吉
田
町
と
静
岡
市
と
の
間

の
消
防
指
令
業
務
に
関
す

る
事
務
の
委
託
の
廃
止

○
吉
田
町
と
静
岡
市
と

の
間
の
消
防
事
務
の

委
託

○
吉
田
町
牧
之
原
市
広

域
施
設
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
吉
田
町
牧
之
原
市

広
域
施
設
組
合
規
約

○
吉
田
町
行
政
不
服
審

査
会
条
例

○
町
道
の
路
線
廃
止

○
町
道
の
路
線
認
定

条
例
の
制
定

委
託
の
廃
止

事
務
の
委
託

路
線
の
廃
止・認
定

規
約
の
一
部
変
更
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河
原
崎
曻
司
議
員
に
対
し
辞

職
勧
告
を
求
め
る
決
議

　　

平
成
28
年
1
月
18
日
に
開
催

さ
れ
た
新
春
交
流
会
（
主
催
：

吉
田
町
商
工
会
・Y

oshida

異

業
種
交
流
会
）
の
閉
会
後
、
河

原
崎
曻
司
議
員
が
代
行
運
転
を

頼
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
数
十

メ
ー
ト
ル
飲
酒
運
転
を
し
た
と
、

翌
日
開
催
の
全
員
協
議
会
の
席

上
、
藤
田
和
寿
議
員
並
び
に
八

木
栄
議
員
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

河
原
崎
曻
司
議
員
は
、
こ
の

指
摘
に
対
し
一
旦
は
飲
酒
を
認

め
る
よ
う
な
発
言
を
し
、
こ
れ

に
対
し
て
大
塚
邦
子
議
長
が
厳

し
い
指
導
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
20
日
開
催
の

全
員
協
議
会
で
は
、「
口
を
付

け
る
程
度
の
飲
酒
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
2
月
10
日
の
全
員
協
議

会
で
は
「
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
」
と
述
べ
、

議
会
を
混
迷
さ
せ
た
。

　

河
原
崎
曻
司
議
員
が
起
こ
し

た
今
回
の
飲
酒
運
転
疑
惑
は
、

主
催
者
で
あ
る
吉
田
町
商
工
会

及
び
吉
田
町
異
業
種
交
流
会
の

関
係
者
の
方
々
、
並
び
に
出
席

者
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
、
町
民
の
皆
様
に
も
多

大
な
ご
心
配
を
か
け
る
事
態
と

な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
選
良
と
し
て

町
民
の
模
範
と
な
る
べ
き
議
員

の
信
頼
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
事
態

で
あ
り
、
吉
田
町
議
会
に
と
っ

て
も
重
大
な
こ
と
と
受
け
止
め

る
。

　

折
し
も
、
悲
惨
な
交
通
事
故

が
起
き
な
い
よ
う
全
町
挙
げ
て

交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
る

最
中
に
起
き
た
議
員
の
飲
酒
運

転
疑
惑
に
、
我
々
と
し
て
も
責

任
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

2
月
10
日
開
催
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
協
議
の
結
果
、
河

原
崎
曻
司
議
員
に
対
し
て
は
、

飲
酒
運
転
の
疑
惑
及
び
議
会
を

混
乱
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
、
議

会
活
動
の
謹
慎
及
び
議
員
活
動

の
自
粛
を
促
す
こ
と
を
決
定
し

通
知
し
た
。

　

し
か
る
に
河
原
崎
曻
司
議
員

は
、
こ
う
し
た
議
会
の
意
思
を

無
視
し
続
け
て
い
る
。

　

吉
田
町
議
会
副
議
長
の
職
に

就
く
者
の
行
為
と
し
て
誠
に
遺

憾
で
あ
る
。

　

社
会
通
念
と
し
て
の
規
範
及

び
町
議
会
議
員
と
し
て
の
行
為

規
範
に
著
し
く
反
す
る
行
為
を

看
過
で
き
な
い
。
よ
っ
て
河
原

崎
曻
司
議
員
に
対
し
て
議
員
の

辞
職
を
求
め
る
。

　

以
上
決
議
す
る
。

　

平
成
28
年
3
月
1
日

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
町
議
会

静
岡
県
議
会
議
員
一
人
当
た

り
人
口
の
「
一
票
の
格
差
」

是
正
に
関
す
る
要
望

　　

本
年
2
月
26
日
、
総
務
省
か

ら
２
０
１
５
年
国
勢
調
査
速
報

値
が
公
表
さ
れ
た
。

　

現
行
の
県
議
会
議
員
定
数
と

そ
の
区
割
り
に
お
い
て
、
こ
の

速
報
値
を
基
に
、
各
選
挙
区
の

議
員
一
人
当
た
り
人
口
を
算
出

し
た
場
合
、
最
も
少
な
い
「
浜

松
市
天
竜
区
」と
最
も
多
い「
牧

之
原
市
・
吉
田
町
」
と
で
は
、

約
2.46
倍
も
の
格
差
が
生
じ
て
い

る
と
の
結
果
で
あ
る
。

　

こ
の
「
一
票
の
格
差
」
の
問

題
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
県

議
会
と
し
て
、
議
員
定
数
、
選

挙
区
割
り
、
配
当
定
数
な
ど

様
々
な
視
点
か
ら
見
直
し
を
行

い
、
善
処
に
向
け
て
不
断
の
努

力
を
重
ね
ら
れ
て
お
ら
れ
る
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
国
勢
調
査

速
報
値
を
基
に
し
た
算
定
結
果

に
よ
れ
ば
、
現
状
と
し
て
「
一

票
の
格
差
」
が
、
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

現
在
、
静
岡
県
政
が
抱
え
る

諸
問
題
は
、
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
、
よ
り
地
域
に
密
接
し

た
も
の
が
多
く
、
問
題
解
決
に

向
け
て
は
、
地
域
の
特
性
な
ど

も
考
慮
し
な
が
ら
効
果
的
に
対

処
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

た
中
で
、
県
民
に
と
っ
て
も
、

静
岡
県
が
目
指
す
富
国
有
徳
の

県
土
づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域

の
声
を
県
政
に
届
け
る
機
会
を

得
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
な
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
最
大
の
機
会
が
選
挙
権
の

行
使
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

県
政
の
政
策
決
定
に
県
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
権
能
を
有
す

る
県
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
大

変
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
当
然

と
し
て
、
そ
の
「
一
票
の
重
さ
」

は
、
平
等
か
つ
公
平
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
今
、「
一
票

の
格
差
」
が
拡
大
し
、
県
民
の

声
を
反
映
す
る
機
会
の
不
平
等

感
が
さ
ら
に
増
し
た
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
状
況
と
静
岡
県
議
会

の
県
民
に
果
た
す
役
割
に
お
い

て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
「
一

票
の
格
差
」
是
正
に
最
大
限
の

努
力
を
傾
注
さ
れ
、
速
や
か
な

改
善
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
す

る
。

　

平
成
28
年
3
月
14
日

　

静
岡
県
議
会
議
長

　
　
　

吉　

川　

雄　

二　

様

　

吉
田
町
議
会
議
長

　
　
　

大　

塚　

邦　

子

賛否の分かれた議案の各議員の表決

議案No 件　　　　　　名

山
口
一
博

三
輪
美
由
紀

大
石
　
巌

遠
藤
孝
子

蒔
田
昌
代

山
内
均

三
輪
正
邦

杉
本
幸
正

増
田
剛
士

藤
田
和
寿

八
木
栄

河
原
崎
曻
司

大
塚
邦
子

結果

発議１ 河原崎曻司議員に対し辞職勧告を求める
決議 ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

可決

20 平成28年度吉田町国民健康保険事業特別
会計予算について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○：賛成　　×：反対　　□：討論者　　－：除斥

発
議
案
の
提
出
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一般質問

大　石　　　巌　議員

中部電力㈱との浜岡原発の
安全協定について問

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
5

年
が
経
過
し
、
今
で
も
約

10
万
人
も
の
人
々
が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
川
内
、
伊
方

な
ど
の
原
発
は
立
地
自
治

体
と
県
と
の
同
意
だ
け
で

再
稼
働
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

原
発
事
故
の
防
止
と
再

稼
働
な
ど
施
設
の
変
更
を

行
う
場
合
に
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

11
市
町
の
事
前
了
解
を
得

る
な
ど
の
実
効
性
あ
る
協

定
と
な
る
こ
と
を
望
み
、

町
の
対
応
を
質
問
し
た
。

問　
吉
田
町
を
含
む
５

市
２
町
お
よ
び
静
岡

県
と
中
部
電
力
㈱
と
の
原

子
力
安
全
協
定
の
意
義
と

は
。答　

原
子
力
施
設
の
安

全
性
を
確
認
で
き
る

規
制
監
督
権
限
を
有
し
て

い
る
の
は
国
だ
け
で
、
自

治
体
に
は
法
的
権
限
な
い
。

し
か
し
、
災
害
対
策
基
本

法
で
は
、
原
子
力
災
害
に

お
け
る
住
民
の
避
難
誘
導

や
救
護
な
ど
の
対
応
は
自

治
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

安
全
協
定
は
法
的
な
定

め
は
な
い
が
、
施
設
周
辺

環
境
の
安
全
を
確
保
し
、

地
域
住
民
の
健
康
を
守
る

こ
と
を
目
的
に
締
結
し
て

い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

浜
岡
原
発
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
周
辺
４
市
が
協

定
を
締
結
（
４
市
協
定
）

し
て
い
る
が
、
福
島
原
発

事
故
を
受
け
、
31
㎞
圏

（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
の
当
町
を
含

む
５
市
２
町
に
お
い
て
も

住
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
安
全
協
定
締
結
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。
骨
子
は

４
市
協
定
の
内
容
を
超
え

な
い
程
度
に
定
め
る
こ
と

を
基
本
合
意
し
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

問　
原
子
力
施
設
の
変

更
お
よ
び
原
子
炉
の

稼
働
を
行
う
場
合
は
事
前

了
解
を
得
る
こ
と
の
条
件

は
入
る
の
か
。

答　
事
前
了
解
も
含
め
、

４
市
協
定
を
超
え
な

い
程
度
の
内
容
と
す
る
基

本
合
意
の
も
と
協
議
し
て

い
る
。
４
市
協
定
の
解
釈

書
の
中
で
一
部
規
定
さ
れ

て
い
る
が
対
象
と
な
る
案

件
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

問　
原
子
力
施
設
の
管

理
に
起
因
す
る
住
民

生
活
、
生
産
活
動
な
ど
へ

の
損
害
補
償
の
条
項
は
あ

る
か
。

答　
損
害
補
償
は
法
律

が
制
定
さ
れ
て
お
り
、

国
の
責
任
で
対
応
す
べ
き

も
の
で
は
あ
る
が
、
４
市

協
定
の
中
で
も
規
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様

の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
る

見
通
し
で
あ
る
。

問　
再
稼
働
や
事
故
に

対
す
る
町
民
の
不
安

は
大
き
い
、

声
を
集
約
し

て
協
定
に
生

か
す
こ
と
は

考
え
な
い
か
。

答　
福
島

原
発
事

故
は
そ
れ
ま

で
の
原
発
安

全
神
話
を
瓦

解
さ
せ
、
原

発
事
故
の
恐

ろ
し
さ
を
痛
感
し
た
。

　

私
は
、
震
源
域
の
上
に

あ
る
極
め
て
危
険
な
浜
岡

原
発
の
廃
炉
を
訴
え
た
。

町
議
会
は
、
再
稼
働
せ
ず

速
や
か
に
廃
炉
と
す
る
こ

と
を
決
議
し
た
。

　

協
定
は
、
当
事
者
全
員

が
同
意
で
き
る
内
容
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
つ
の

当
事
者
の
主
張
を
も
っ
て

狭
め
る
こ
と
は
慎
む
べ
き

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
ら
の
考
え
方
を
直
接

的
に
相
手
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
手

に
入
れ
る
こ
と
の
方
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。

原子力施設周辺の安全確保、住民の健康を守る
ことを目的とし、4市協定を超えない内容とする答
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町
の
歴
史
や
文
化
財
な

ど
を
身
近
に
知
る
こ
と
に

よ
り
郷
土
愛
や
町
へ
の
誇

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
、
指
定
文
化
財
な

ど
の
保
護
、
活
用
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

問　
町
指
定
文
化
財
所

有
者
の
管
理
に
対
す

る
支
援
、
補
助
は
。

答　
吉
田
町
文
化
財
保

護
条
例
第
８
条
に
基

づ
き
、
所
有
者
が
そ
の
負

担
に
耐
え
ら
れ
な
い
な
ど

の
場
合
に
は
、
町
が
費
用

の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
、
補
助
金
を
交

付
し
た
こ
と
は
な
い
。
具

体
的
な
相
談
が
あ
れ
ば
、

補
助
金
要
綱
の
整
備
を
検

討
す
る
。

問　
指
定
文
化
財
の
チ

ェ
ッ
ク
は
。

答　
教
育
委
員
会
担
当

者
が
巡
回
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
財
審
議
会
で

も
見
回
り
を
し
て
い
る
。

問　
所
有
者
が
管
理
で

き
な
く
な
っ
た
場
合

の
対
処
は
。

答　
文
化
財
に
ゆ
か
り

あ
る
方
な
ど
に
管
理

を
願
う
。
特
例
と
し
て
、

国
指
定
の
天
然
記
念
物
能

満
寺
の
ソ
テ
ツ
は
、
所
有

者
の
申
し
出
に
よ
り
、
文

化
財
保
護
法
第
119
条
の
規

定
を
も
と
に
吉
田
町
教
育

委
員
会
教
育
長
が
管
理
を

行
う
届
け
を
文
化
庁
に
提

出
し
て
い
る
。

問　
指
定
文
化
財
な
ど

を
観
光
に
活
用
で
き

な
い
か
。

答　
文
化
財
に
関
す
る

冊
子
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
る
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

保
護
に
重
点
を
置
い
て
い

る
。
所
有
者
に
公
開
は
、

任
せ
て
い
る
。
十
分
な
保

護
の
環
境
を
整
え
て
公
開

す
べ
き
で
あ
る
。

問　
文
化
財
な
ど
の

「
語
り
べ
」
の
育
成

は
。答　

地
域
の
文
化
に
精

通
し
て
い
る
方
に
お

願
い
し
て
い
る
が
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

一般質問

増　田　剛　士　議員

問

答

指定有形文化財の修繕に対する補助は
基本的には、所有者負担であるが、
補助金を交付することができる

町教育委員会発行の冊子

傷みが著しい町指定文化財　十王像
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機構改革による子育て支援と生涯学習に
おける吉田町の将来像について

問　
子
ど
も
た
ち
を
健

や
か
に
育
む
た
め
の

一
貫
し
た
施
策
は
。

答　
吉
田
町
の
幼
保
小

中
の
一
貫
教
育
の
狙

い
は
、
吉
田
町
で
生
ま
れ

た
子
ど
も
が
他
市
町
の
子

ど
も
た
ち
よ
り
あ
ら
ゆ
る

点
で
高
い
能
力
を
身
に
つ

け
、
そ
れ
を
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。

そ
の
た
め
に
は
①
「
つ
な

が
り
の
あ
る
教
育
」
を
重

点
施
策
と
す
る
。
義
務
教

育
の
出
口
で
あ
る
15
歳
の

自
立
を
見
据
え
、
乳
幼
児
、

学
童
期
、
青
年
期
、
の
学

び
を
つ
な
ぎ
一
貫
性
の
あ

る
教
育
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
、
幼
保

小
の
連
携
、
小
中
連
携
、

小
中
一
貫
教
育
」
の
推
進

を
図
る
中
で
、
学
力
向
上

を
主
軸
と
し
た
小
中
一
貫

し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
開
発
を
推
進
す
る
。
②

推
進
の
担
い
手
と
し
て
指

導
主
事
を
３
人
配
置
し
実

体
の
あ
る
指
導
を
実
践
す

る
。
③
こ
ど
も
未
来
課
と

学
校
教
育
課
を
５
階
の
同

じ
フ
ロ
ア
に
し
、
部
局
を

超
え
た
子
育
て
支
援
を
推

進
す
る
。

問　
生
涯
学
習
課
の
設

置
は
。

答　
吉
田
町
教
育
大
綱

を
推
進
し
必
要
な
人

材
を
配
置
し
、
そ
の
人
材

が
推
進
役
と
な
っ
て
、
シ

ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
新
た

な
事
業
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
で
、
町
民
が
学
び
続

け
ら
れ
る
新
た
な
環
境
づ

く
り
を
展
開
す
る
。
そ
の

推
進
拠
点
と
し
て
生
涯
学

習
課
を
中
央
公
民
館
に
置

く
。問　

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

事
業
の
具
体
的
な
計

画
と
期
待
す
る
効
果
は
。

答　
「
健
康
を
維
持
し

や
す
く
、
社
会
に
参

加
し
や
す
い
環
境
の
整

備
」
の
施
策
の
一
つ
で
あ

る
。
具
体
的
に
は

①
初
歩
的
な
知
識
や
内
容

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
た
寿
大
学
と
は
異
な

り
、
よ
り
高
度
で
専
門
的

か
つ
継
続
的
な
学
習
機
会

を
提
供
す
る
。

②
２
年
制
に
よ
る
教
育
課

程
と
す
る
。
学
科
や
コ
ー

ス
を
設
け
「
一
般
教
養
講

座
」「
専
門
講
座
」を
お
く
。

卒
業
単
位
の
取
得
を
目
指

す
こ
と
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な

ど
も
行
う
。

③
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
設
立

委
員
会
を
立
ち
上
げ
町
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
10
月
開
講
を
目
指
す
。

期
待
す
る
効
果
は
。

①
シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
管

理
や
生
き
が
い
対
策
と
し

て
新
た
な
学
習
機
会
の
場

を
提
供
。

②
社
会
参
加
活
動
や
生
涯

に
わ
た
り
現
役
で
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
し
て
も
ら
う
。

問　
高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
の
現
状
と
そ

の
支
援
対
策
は
。

答　
地
域
で
介
護
施
設

退
職
者
、
民
生
委
員
、

隣
組
の
方
々
が
誰
で
も
気

楽
に
利
用
で
き
る
「
居
場

所
」
や
「
サ
ロ
ン
」
を
立

ち
上
げ
、
介
護
施
設
に
よ

る
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
開
放

が
あ
る
。
29
年
度
か
ら
介

護
予
防
・
生
活
支
援
事
業

の
開
始
に
合
わ
せ
準
備
を

す
る
。

一般質問

遠　藤　孝　子　議員

問

幼保小中連携した一貫教育の実現答

こども未来課看板

高齢者の居場所
づくりについて問

地域での支え合
いを支援答
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一般質問

藤　田　和　寿　議員

問

答
　

私
は
、
新
た
に
設
立
を

予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
社

団
法
人
「
吉
田
町
ま
ち
づ

く
り
公
社
」
の
設
立
と
、

そ
の
公
社
の
役
割
に
つ
い

て
質
問
を
し
た
。

問　
民
間
な
ら
で
は
の

切
り
口
で
予
定
さ
れ

て
い
る
事
業
と
は
。

答　
地
方
創
生
の
係
る

総
合
戦
略
に
盛
り
込

む
「
賑
わ
い
づ
く
り
」
を

町
と
連
携
し
て
主
体
的
に

担
う
事
業
と
、
町
内
立
地

企
業
と
行
政
と
連
携
を
図

る
た
め
の
パ
イ
プ
役
の
事

業
を
考
え
て
い
る
。

問　
多
く
の
事
業
予
算

を
措
置
し
て
い
る
、

町
と
の
関
わ
り
は
。

答　
公
社
を
大
変
重
要

と
位
置
付
け
、
町
が

費
用
を
持
ち
、
町
の
方
針

に
沿
っ
て
運
営
し
て
い
た

だ
く
。
そ
の
た
め
に
、
副

町
長
を
理
事
長
に
充
て
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問　
公
社
の
体
制
は
。

答　
公
社
設
立
を
５
月

と
し
、
事
務
局
長
に

は
、
行
政
経
験
を
積
ん
だ

方
に
担
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
ほ
か
に
パ
ー
ト
を
含

め
事
務
職
を
３
人
の
体
制

と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
活

動
拠
点
は
、
指

定
管
理
を
お
願

い
す
る
「
北
オ

ア
シ
ス
パ
ー

ク
」
に
置
く
。

問　
ど
の
よ

う
な
人
選

で
設
立
を
考
え

て
い
る
か
。

答　
地
域
の
組
織
や
産

業
団
体
な
ど
ま
ち
づ

く
り
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん

に
社
員
と
し
て
呼
び
掛

け
、
社
員
以
外
に
、
第
三

者
的
立
場
の
学
識
経
験
者

の
参
画
を
考
え
て
い
る
。

問　
ま
ち
づ
く
り
情
報

発
信
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
内
容
は
。

答　
町
の
店
舗
や
商
品

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

よ
し
だ
」
を
町
内
外
に
紹

介
し
、
将
来
的
に
は
「
よ

し
だ
・
ブ
ラ
ン
ド
」イ
メ
ー

ジ
の
確
立
を
目
指
し
て
い

る
。

総合戦略の分野 予算事業名 金額
（単位：千円） 内　　容

防災発信拠点の
整備 防災意識向上事業 3,726 防災公園の指定管理を

委託

賑わい創出のた
めの体制づくり

「シティプロモー
ション事業」

まちづくり公社負
担金 13,377 企業と行政と連携を図

るパイプ役を行う組織

町プロモーション
映像作成    864 町外から訪れた方に町

を紹介

創業支援体制の
構築 創業支援セミナー 614 創業促進、地域活性化

及び雇用確保を図る

地方創生加速化
交付金事業

まちづくり賑わい
創出事業 43,500

企業創業支援やまちづ
くり情報発信プラット
ホームの構築

２８年度当初予算の関連事業

北オアシスパーク予定地

吉田町まちづくり公社の役割りは

町の賑わいづくりの重要なカギである
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現
在
町
内
の
地
域
産
業

は
、
後
継
者
確
保
お
よ
び

新
規
就
業
者
の
確
保
が
非

常
に
厳
し
い
な
か
、
町
の

対
応
や
対
策
に
つ
い
て
お

伺
い
す
る
。

問　
農
業
は
、
後
継
者

お
よ
び
新
規
就
業
者

の
確
保
が
厳
し
い
、
町
の
対

応
・
対
策
は
。

答　
非
農
家
出
身
者
を

担
い
手
と
し
て
育
成

す
る
「
が
ん
ば
る
新
農
業
人

支
援
事
業
」
活
用
し
、
平
成

25
年
に
二
人
を
受
け
入
れ
、

技
術
営
農
指
導
研
修
を
経

て
、
町
内
で
就
農
し
た
。

本
年
か
ら
新
た
に
一
人
お

り
、
町
内
で
研
修
を
開
始
し

て
い
る
。

問　
新
規
就
農
者
へ
の

育
成
お
よ
び
支
援
は

ど
う
か
。

答　
就
農
前
や
就
農
直

後
に
支
援
を
受
け
ら

れ
る
青
年
就
農
交
付
金
や
農

業
用
機
械
導
入
を
支
援
す
る

経
営
体
育
成
支
援
事
業
な
ど

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、

担
い
手
と
な
る
認
定
農
業
者

と
し
て
、
吉
田
町
の
農
業
に

貢
献
し
て
頂
け
る
よ
う
、
支

援
し
て
い
く
。

問　
耕
作
放
棄
地
の
解

消
対
策
は
。

答　
町
内
に
、
32 

ha
の

耕
作
放
棄
地
が
存
在

し
て
い
る
。
ハ
イ
ナ
ン
農
業

協
同
組
合
と
連
携
を
図
り
情

報
を
共
有
し
、
経
営
規
模
拡

大
を
目
指
す
認
定
農
業
者
斡

旋
、
集
積
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
は
、
年

に
一
度
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
、「
広
報
よ
し
だ
」

に
て
、
農
地
の
適
正
管
理
に

努
め
る
よ
う
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。

町
外
在
住
者
に
は
、
個
々
に

通
知
す
る
。

問　
沿
岸
漁
業
の
後
継

者
お
よ
び
新
規
就
業

の
確
保
は
。

答　
22
年
度
の
「
漁
協

の
港
勢
調
査
」
時
よ

り
、
漁
業
経
営
体
数
は
５
経

営
体
、
登
録
漁
船
数
は
５
隻

減
少
、
要
因
は
後
継
者
不
足

な
ど
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

町
は
、
南
駿
河
湾
漁
業
協
同

組
合
吉
田
支
所
と
の
連
携
を

強
化
し
、
県
の
協
力
を
得
、

国
の
補
助
制
度
な
ど
を
有
効

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
働
き
か

け
、
後
継
者
な
ど
の
育
成
、

支
援
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
吉
田
の
し
ら
す
漁
」
を
次

世
代
に
継
承
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問　
既
存
の
商
業
は
、

大
規
模
小
売
店
舗
な

ど
の
進
出
に
よ
り
、
厳
し

い
経
営
状
態
に
よ
り
、
経

営
者
が
減
少
し
て
い
る
対

応
は
。

答　
当
町
は
、
商
業
者

の
減
少
は
、
後
継
者

不
足
お
よ
び
大
規
模
小
売

店
舗
進
出
が
要
因
と
考
え

る
。
町
と
商
工
会
な
ど
各

関
係
機
関
が
一
体
感
を
持

ち
地
域
全
体
で
、
既
存
商

業
者
の
経
営
相
談
な
ど
を

行
う
。

　
問　
建
設
業
は
、
公
共

事
業
の
減
少
や
他
市

町
業
者
と
の
競
合
に
よ

り
、
大
変
厳
し
い
経
営
が

続
い
て
い
る
。
町
は
、
公

共
事
業
を
発
注
し
、
業
者

を
育
て
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、町
の
考
え
は
。

答　
効
果
的
か
つ
計
画

的
に
必
要
な
公
共
事

業
を
発
注
し
て
い
く
。

一般質問

杉　本　幸　正　議員

問

答

産業の育成支援について

地域産業に貢献して頂くよう支援する
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一般質問

山　内　　　均　議員

公共下水道事業の見直し、
および合併処理浄化槽普及の検討について問

全体計画と方向性の検討や、
浄化槽設置整備事業を計画している答

　

国
土
地
理
院
の
敷
地
調

査
結
果
吉
田
町
の
全
体
面

積
は
、
２
０
７
３
ha
。
計

画
区
域
面
積
は
920

ha
。
事

業
期
間
を
29
年
度
ま
で
と

し
、
計
画
区
域
面
積
を

340

ha
と
し
た
事
業
認
可
を

受
け
、
現
在
、
事
業
を
進

め
て
い
る
。

問　
26
年
度
末
の
整
備

面
積
は
下
水
道
事
業

計
画
区
域
面
積
340 

ha
に
対

し
259 

ha
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
計
画
区
域
面
積
は

920 
ha
で
あ
り
、
26
年
度
末

の
整
備
状
況
は
28
・
15
％

で
あ
る
。

　

進
捗
状
況
か
ら
単
純
計

算
す
る
と
90
年
位
に
な
っ

て
し
ま
う
。
計
画
区
域
全

体
の
完
成
ま
で
ど
の
く
ら

い
の
期
間
が
か
か
る
と
見

込
ん
で
い
る
か
。

答　
過
去
５
年
間
の
平

均
管
渠
整
備
費
を
用

い
た
算
定
で
は
、
残
り
の

下
水
道
区
域
の
整
備
に
要

す
る
期
間
は
、
55
年
と
い

う
算
定
結
果
で
あ
る
。

　

町
の
資
料
に
よ
る
と
、

公
共
下
水
道
工
事
費
が
26

年
間
で
213
億
円
か
か
っ
て

い
る
。
特
に
建
設
費
が
194

億
８
千
万
円
。
管
渠
だ
け

を
と
っ
て
も
26
年
間
で
135

億
円
か
か
っ
て
い
る
。

問　
完
成
ま
で
に
あ
と

い
く
ら
位
か
か
る
と

見
込
ん
で
い
る
か
。

答　
全
体
計
画
区
域
の

う
ち
の
未
整
備
区
域

の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
試

算
で
は
155
億
８
４
０
０
万

円
で
あ
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　
全
体
計
画
の
基
礎

的
な
部
分
の
調
査
や

基
本
的
な
方
向
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

問　
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
促
進
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
環
境
型
社
会
形
成

推
進
交
付
金
事
業
実

施
計
画
で
は
、
27
年
度
か

ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
整
備
戸
数
は
400
基
、
事

業
費
は
１
億
５
５
９
０
万

円
、
１
年
間
で
80
基
、
事

業
費
３
１
１
８
万
円
の
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
を
計

画
し
て
い
る
。

問　
単
独
浄
化
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
移
行
時
に
一
回
は
補
助

が
出
る
、
そ
れ
を
機
に
建

物
の
耐
震
化
を
促
す
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
が
Ｐ
Ｒ

は
し
て
い
る
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
補
助
の
Ｐ
Ｒ
は
し

て
い
る
が
、
今
後
は
さ
ら

に
強
化
し
て
い
き
た
い
。計画処理区域（吉田町上下水道課）
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【
調
査
の
内
容
】

　

認
定
こ
ど
も
園
を
調

査
・
研
究
。

【
委
員
会
】

先
進
地
視
察
調
査
。

・
１
月
15
日　

静
岡
安
東
こ
ど
も
園
。

・
２
月
１
日

滋
賀
県
長
浜
市

た
か
つ
き
認
定
こ
ど
も
園

・
２
月
２
日

岐
阜
市
海
津
市

高
須
認
定
こ
ど
も
園

【
視
察
・
学
習
の
成
果
】

（
静
岡
安
東
こ
ど
も
園
）

　

同
じ
施
設
内
に
幼
稚
園

と
保
育
園
が
合
築
さ
れ
た

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

教
育
と
保
育
の
一
体
的
提

供
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

　

保
護
者
の
就
労
状
況
な

ど
に
変
化
が
あ
っ
て
も
児

童
は
同
じ
園
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

（
た
か
つ
き
認
定
こ
ど
も

園
）

認
定
こ
ど
も
園
は
、
乳
幼

児
期
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
就
学
前
教
育
を
行
う

こ
と
。

　

就
学
前
教
育
か
ら
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
ま

で
の
連
続
し
た
教
育
を
目

指
し
た
こ
と
な
ど
を
学
ん

で
き
た
。

（
高
須
認
定
こ
ど
も
園
）

幼
稚
園
と
保
育
園
の
機
能

を
併
せ
持
つ
「
認
定
こ
ど

も
園
」
化
に
よ
り
、
単
独

の
幼
稚
園
お
よ
び
保
育
園

の
統
廃
合
を
可
能
に
し

た
。
財
政
的
効
果
が
あ
る
。

　

幼
稚
園
児
も
保
育
園
児

も
同
じ
施
設
で
教
育
・
保

育
す
る
た
め
、
保
護
者
は

幼
稚
部
と
保
育
部
を
選
択

す
る
際
に
、
自
分
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
必

要
が
な
い
こ
と
な
ど
を
学

ん
だ
。

　

議
会
閉
会
中
、
所
管
事

務
調
査
を
継
続
、
調
査
報

告
書
を
作
成
し
公
開
す
る
。

　

委
員
長　

山
内　

均

主
な
委
員
会
報
告

１
月
６
日
（
水
）
委
員
会

委
員
派
遣
に
よ
り
委
員
会

に
て
決
定
し
た
モ
デ
ル

コ
ー
ス
を
実
際
に
歩
き
実

態
を
調
査
し
た
。

１
月
12
日
（
火
）
委
員
会

新
た
な
所
管
事
務
調
査

「
河
川
・
道
路
・
都
市
公

園
の
整
備
お
よ
び
管
理
に

つ
い
て
」
都
市
建
設
課
に

説
明
、
質
疑
、
答
弁
を
行

い
第
11
回
議
会
報
告
会
報

告
書
の
回
答
と
し
て
ま
と

め
提
出
す
る
こ
と
で
、
調

査
終
了
と
決
定
し
た
。

主
な
内
容

問　
湯
日
川
、
坂
口
谷

川
の
危
険
度
調
査
は
。

答　
県
の
重
要
度
Ａ
38

河
川
に
入
っ
て
い
な

い
た
め
調
査
し
て
い
な
い

が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り

点
検
し
て
い
る
。

問　
新
設
歩
道
の
幅
の

約
半
分
が
花
壇
と

な
っ
て
い
る
所
が
あ
り
危

険
で
あ
る
。

答　
み
ど
り
の
オ
ア
シ

ス
条
例
を
基
に
設
置

し
た
が
、
今
後
は
交
通
安

全
の
観
点
を
考
慮
し
検
討

す
る
。

２
月
17
日
（
水
）
委
員
会

モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
課
題
検

証
。

１
．
看
板
（
道
案
内
）
が

無
い
。

２
．
休
憩
場
が
な
い
。

３
．
道
路
整
備
（
安
全
施

設
）
と
し
て
歩
道
、
横
断

歩
道
の
充
実
が
必
要
。

４
．
指
定
文
化
財
を
見
学

で
き
る
整
備
が
必
要
。

こ
れ
ら
は
、
町
内
を
散
策

す
る
上
で
重
要
度
が
高
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

今
後
の
調
査
内
容
。

産
業
、
工
場
見
学
に
つ
い

て
。
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
、
休

耕
田
に
四
季
の
花
を
植
え

る
観
光
事
業
な
ど
に
つ
い

て
担
当
課
に
説
明
を
求
め

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

３
月
11
日
（
金
）
委
員
会

観
光
事
業
に
つ
い
て
産
業

課
に
説
明
、質
疑
を
実
施
。

吉
田
町
花
の
会
が
管
理
す

る
花
壇
の
場
所
を
確
認

し
、
花
巡
り
コ
ー
ス
に
活

か
す
こ
と
を
決
定
し
た
。

議
会
閉
会
中
、
所
管
事
務

調
査
を
継
続
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

委
員
長　

増
田
剛
士

総 
務 

文 

教 

常 

任 

委 

員 

会

産 

業 

建 

設 

常 

任 

委 

員 

会

高須認定こども園視察

モデルコース　徒歩約２時間

小山城駐車場→能満寺→展望台小山城→

本寿寺→萬年のさつき→益田邸花壇→

能満寺原古墳→龍光寺→林泉寺→小山城駐車場
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★
発
信
媒
体

　

目
的
に
よ
る
使
い
分
け

・
内
向
け
情
報
発
信

・
外
向
け
情
報
発
信

★
コ
ン
セ
プ
ト

　
「
誰
に
・
何
を
・
何
の

た
め
に
」
を
明
確
に
発
信

★
運
用
骨
子

　

運
用
ポ
リ
シ
ー
を
作
成

★
情
報
決
定

　

毎
週
委
託
先
と
打
合
せ

★
経
費

　

配
信
団
体
に
450
万
円
で

委
託
し
、
企
画
・
取
材
・

編
集
・
発
信
を
行
う
。

★
外
部
協
力

・
学
識
経
験
者
か
ら
指
導

を
得
る
。

・
市
民
や
企
業
か
ら
情
報

提
供
を
受
け
る
。

★
導
入
プ
ロ
セ
ス

　

市
民
か
ら
の
要
望
あ
っ

た
が
、
費
用
面
で
凍
結
。

無
料
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

（
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
・
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
）
を
利
用
し
、

最
小
限
の
経
費
で
導
入
。

★
経
費

　

初
期
経
費
約
10
万
、
議

場
用
カ
メ
ラ
・
委
員
会
室

分
の
パ
ソ
コ
ン
や
カ
メ
ラ

等
で
90
万
円
程
度
。

★
実
施
方
法

・
本
会
議
は
、
質
問
席
お

よ
び
答
弁
席
の
映
像
の
２

画
面
。

・
委
員
会
は
、
会
場
の
後

方
か
ら
の
１
画
面
。

★
導
入
趣
旨

　

議
会
に
対
し
て
の
町
民

参
加
と
議
会
と
町
民
連
携

の
推
進
の
た
め
、
積
極

的
・
効
果
的
な
情
報
発
信

の
手
段
と
し
て
、
Ｆ
Ｂ
を

開
設
し
情
報
発
信
。

★
情
報

・
定
例
会
、
臨
時
会
、
委

員
会
な
ど
の
日
程

・
町
議
会
に
関
す
る
行
事

な
ど
の
情
報

・
そ
の
他
、
運
用
管
理
責

任
者
が
必
要
と
認
め
る
情

報

★
参
考
事
例

・
議
会
だ
よ
り
、
Ｈ
Ｐ
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
Ｆ
Ｂ

を
使
い
分
け
運
用
。

・
町
民
が
参
加
し
や
す
い

議
会
運
営
を
目
指
し
、
条

例
・
規
則
の
改
正
を
行
い

カ
メ
ラ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
録
音
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
使
用
制
限
を
緩
和
。

◎
議
会
中
継

★
導
入
プ
ロ
セ
ス

　
「
住
民
に
開
か
れ
た
議

会
」
を
目
指
す
た
め
に
、

20
年
か
ら
本
会
議
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

ラ
イ
ブ
中
継
・
録
画
映
像

を
開
始
。

★
経
費

　

Ａ
Ｓ
Ｐ
方
式
で
、
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
875
万
円
・

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
174
万

円
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
、
１
時
間
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
編
集
し
、
７

日
間
で
９
回
放
映
し
て
い

る
。（
委
託
料
108
万
円
）

◎
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

★
導
入
経
緯

　

議
会
改
革
の
計
画
的
な

推
進
体
制
と
し
て
、
全
議

員
が
３
部
会
「
議
会
あ
り

方
検
討
部
会
」「
審
議
活

性
化
検
討
部
会
」「
開
か

れ
た
議
会
検
討
部
会
」
で

検
討
し
情
報
を
共
有
化

し
、
導
入
し
た
。

★
導
入
理
由

①
議
会
全
体
で
年
間
10
万

枚
の
議
会
資
料
を
使
用

し
、
膨
大
な
資
料
も
破
棄

さ
れ
て
い
た
。

②
資
料
作
成
や
資
料
差
替

え
に
多
く
の
時
間
を
費
や

し
て
い
た
。

③
資
料
の
保
管
場
所
や
廃

棄
処
理
コ
ス
ト
の
削
減
を

図
り
た
い
。

★
二
元
代
表
制
に
お
い
て

議
会
の
強
い
意
思
が
必
要

な
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

★
町
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
情
報
発
信
の

必
要
性
を
再
確
認
し
た
。

★
現
在
の
ネ
ッ
ト
環
境
に

お
い
て
少
な
い
経
費
で
実

施
可
能
な
こ
と
が
分
か
っ

た
。

★
出
来
る
こ
と
か
ら
実
行

・
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
試
行
開
始
。

・
本
会
議
以
外
の
会
議

で
、
電
話
以
外
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
使
用
が
許
可
と
な

る
。

　

委
員
長　
　

藤
田
和
寿

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

　
　

特
別
委
員
会

１
月
21
日
牧
之
原
市

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ（
Ｆ
Ｂ
）を
視
察
研
修

２
月
８
日
多
摩
市
議
会
中

継
を
視
察
研
修

２
月
９
日
箱
根
町
議
会

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

を
視
察
研
修

２
月
９
日
寒
川
町
議
会
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
視
察
研
修

視
察
ま
と
め

視
察
後
の
実
施
事
項

寒川町議場内ディスプレイ

寒川町使用のタブレット

箱根町議会

牧之原市外向けFB 牧之原市内向けFB

多摩市議会中継用カメラ
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目標 課題 取組内容 評価 全体評価 評価理由

議
会
に
対
し
て

会
議
の
活
性
化

情報・問題点の共有

・議員活動で得た情報・
資料の共有化、分析す
る。
・町民の意見や要望を聴
き共有する

○＝４
△＝７
×＝２

△

・情報・資料の共有化は
不十分であり、分析ま
で至らなかった。
・情報・問題点を共有す
る場が少なかった。

質疑討論の充実

・論点を明確にして会議
の充実を図る。
・議案の審議方法を見直
し改善する。

○＝４
△＝７
×＝２

△

・論点整理は実施した
が、明確化には至らず、
発言者にも偏りがあっ
た。
・議案審議方法を見直し
たが、質疑討論を充実
までに至っていない。

情
報
の
発
信

議会広報の充実

・議会内のＩＣＴ化を図
る。
・多様な広報手段を推進
する。

◎＝１
○＝３
△＝９

△

・フェイスブックの試行
が始まったが、議会中
継には至らなかった。

議
員
の
責
務

資質の向上

・議員研修の充実を図る。

○＝７
△＝６ ○

・４回の研修を実施した。

信頼確保

・吉田町議会基本条例を
遵守する。

○＝１
×＝12 ×

・町民の信頼を失った。

町
民
に
対
し
て

住
民
意
見
の
反
映

議会報告会の充実
出前会議の開催

・町民にわかりやすい情
報を提供する。
・ＰＲと開催に向けたサ
ポートを行う。

○＝５
△＝７
×＝１

△

・報告会は年２回開催し
改善が図られている
が、出前会議の開催は
なかった。

評会基準を『設定以上にできた⇒◎・設定どおりにできた⇒○・設定には至らなかった⇒△
できなかった⇒×』とし、全議員が自己評価し、多数の意見を議会の自己評価とした。

27年度議会目標に対する議会の自己評価の結果

16よしだ議会だより 第81号



山口一博 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

議会広報として より分かりやすく、関心をもっと持ってもらうように、町民の皆さ
まに届けていく。 ○ 伝統を踏まえ、分かり易く平易な言葉で

綴った。写真も読者を意識し掲載した。

自己研さん 町民や自分のために必要な研修会・講習会などに参加し、議会人
として研さんする。 ○ 有事に義捐金や物資が国や赤十字から

時間差なく支援が届く認定資格の研修。

地域住民とのパイプ役 意見や要望に対して、行政とのパイプ役に徹する。 ○ 各種会議、行事に積極的に参加し、意見
や批判・建白を聞いた。

三輪美由紀 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

スポーツの推進
生涯スポーツや、健康づくり事業、子供たちのスポーツ教室への
参加を推進する。参加人数の拡大を図り、自らも参加を心掛け
る。

◎
子どもたちにスポーツの楽しさを教えてい
く。健康づくり事業でいきいきマイレージ
目標を達成した。

議員の資質向上 議員の資質向上のため知識を深め、積極的に勉強や委員会活動
をする。 △ 議員としての資質向上は努力します。委員

会活動を頑張りました。

生活環境の整備 生活環境の整備のため、町民の意見を聞き問題解決を図り、必ず
結果を報告する。 ○ 町民から頂いた問題については、必ず結

果報告をした。

大石　巌 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

議会報告会 毎定例議会終了後に議会報告会を開催する（個人開催） ○ 自治会館、自宅で開催

議会報告（ニュース） 毎定例議会終了後に「よしだの風」を発行する ○ ７・１０・１月発行

遠藤孝子 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

より良い教育環境づくり
・吉田町ラーニングプランの推進に寄与する。
・学校教育における「生きる力」の教育を推進する。
・子ども居場所づくりに取り組む。

○ 側面から寄与できた。

町民の意見要望の善処 ・地域に密着した生活課題を聴き、その改善等を図る。
・町内行事、地区の会議や催しに積極的参加し町民の声を聴く。 ◎ 毎月の組長会に参加し要望や思いを聴取

できた。

地域福祉のまちづくり ・安心した子育ての環境の構築を図る。
・高齢者、障がいのある人たちと共に生きる地域づくり。 ○ 高齢者の居場所づくりや子育て環境に関

わった。

男女共同参画社会の推進 ・地区において、男女がそれぞれの力を発揮ように支援、提案す
る。 ○ 町内の女性町内会長との連携や意見を聴

取できた。

北区の開発事業の推進 ・新たな賑わい創出として町の玄関口としての北区での取組みに
尽力する。 △ 北区全体には至らなかった。

蒔田昌代 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

ＩＣＴ化 端末操作の向上、連絡、報告書の作成等により、混乱なく行って
いく。また規約遵守に努める。 ○ 原稿、報告書の作成、送信ができた。

議会広報 紙媒体の広報「議会だより」を計画どおりに進め作成していく。 ○ 提出期日を守れた。

一般質問 一般質問作成のための準備、及び方法を学んでいく。 ○ １回行った。

　運営 議会の円滑な運営のための時間、準備、確認に努める。 ○ 時間厳守に努力した。

　組織 議会の仕組みを学ぶ、用語の意味を正しく理解し、行動していく。
議会においては、冷静に行動し、規範遵守に努める。 ○ 問題点は本や先輩から聞き、指摘を直し

た。

評価基準：　設定以上にできた⇒◎　　設定どおりにできた⇒○　　設定には至らなかった⇒△　　　
　　　　　　できなかった⇒×

27年度議員目標に対する自己評価の結果
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山内　均 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

議員活動の充実
町民の意見の収集と課題に対する積極的な行動。
各会議及び委員会等の充実。
委員会活動等の充実及び活動結果の発信。

○ 地域の問題を地域の人と行動。総務文教
常任委員長として、調査・研究した。

議会での発言 町民を不利益から守るための思考及び積極的発言。
意思を正しく簡潔に伝える発言。 ○ 地域の声を代弁した。発言の難しさを認

識できた。

自己研さんに努める。
研修会、講習会等への積極的な参加。
自分を外から見つめるための行動。
他市町議会及び議員との交流。

◎ 市町村議会議員研修や講演会への参加
し、他県の市町村議員との交流をした。

町民の代表者であると
同時に代弁者である自
覚

代表者であり代弁者としての認識と行動。
議会の情報を発信をするための活動。
現場重視の議員活動。

◎ 現場重視の活動を心がけ、地域に出て情
報を提供できた。

町民福祉の向上
町民の意見や考えを議会、行政に反映するための活動。
町民の立場で考えた行動。
誰のため、何のためを常に考えた行動。

○ 吉田町を中心に、いろいろな方に意見を
聞いた。意見を議会に反映した。

行事・クラブ等への参加 サークル活動や行事への積極的な参加。
地域や人を知るための行動。 ◎ 国際交流、コミカレ、自彊わくわく教室な

どへ参加。

三輪正邦 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

議員の政治倫理 町民に対する背信行為は絶対に許さない、自身にも行政にもしっか
りと対応していく。 ◎ 議員として最も基本的なもの。

過去を忘れてはならない。

地域住民への議員活動
の充実

地域の人達と共に歩む、自分の特性を生かして交わりを深め、地
域の問題解決に取り組む。支えられていることを自覚し、地域の
人達の考えは宝の山。

○ 自分の地区にこだわらず町内へ広まりつ
つある。

地域防災への取り組み 自助、共助、公助を基本とし、地域の特性を生かした防災対策、他
地域の応援等。 △ 地域との連携不足している。

地域福祉への取り組み 日の当たりにくい事例もある。必要とする人達へ地域の関係者と
力を合わせ、知恵を出し合い半歩でも解決に前進すること。 ○ 民生委員や町内会長との協力ができた。

対行政（良好な関係） 町民の福祉向上が第一。問題解決には行政の協力が必要との認
識である。 ○ 町民の利益、公共の利益を考えて行動し

た。

議員の姿勢 頭を低く、腰は軽く、実れば実るほど、首を垂れる稲穂のように、
政治は結果責任。（行動基本）より一層の充実に努める。 ○ 私の基本姿勢である。

杉本幸正 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

個人議会報告会
①　年４回実施
②　町および議会の現状報告
③　町民の町政に対する関心の高揚を図る

△ ①・②は、計画通り実施したが③の実現
は、如何か。

議員としての研鑚に努
める

①　法律および条例の理解を深める
②　他市町の状況をよく学ぶ
③　①・②を議会活動に生かす

△
①目標通り進まなかった。
②他市町の議員から情報を得た。
③議会活動に十分生かせなかった。

議会発言 ①　委員会等での積極発言
②　一般質問（年２回）実施 △ ①積極的でなかった。

②１回に終わった。

増田剛士 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

本会議における質疑内
容の充実。 上程議案等に対し、事前の勉強をすることにより適切な質疑を行う。 ○ 事前の調査等によりある程度納得できる

答弁を引き出せた。

会議における議論の充
実。

議会の会議（委員会等）において、議題について自分の意見を持
ち、より良い議論を行う。 ○ 自分の意見は述べたが、良い議論とする

ことはまで至らなかった。

自己研鑚。 議員としての自己研鑚として、研修会等に積極的に参加し情報収集、
問題の理解を深める。 ○ 時間を作れず、議会の議員研修以外の研

修会等に参加できなかった。

情報の公開と説明。 町政、議会の情報を町民に公開し説明を行う。 ○ ブログの更新、情報公開が足りない。

苦手分野の克服。 審議内容等において、苦手分野の克服を図る。 ○ 専門知識の学習が足りず、不満足。
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藤田和寿 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

情報把握 行政の動きや地域の課題などを、各種団体などの会合に参加し、
様々な情報を収集し、町の動向を把握する。 ○ 会合に積極的に参加し、具体的な情報を

得ることができた。

スキルアップ

井の中の蛙とならないように、全国市町村国際文化研修所や市町
村アカデミーへ積極的に参加し、先進事例や全国動向、今後の
方向性を学ぶ。
また、全国の議員と情報交換などを行い自己研鑽する。

△

ローカルマニフェスト議員連盟に参加し
研修できたが、全国市町村国際文化研修
所や市町村アカデミーは抽選に外れて行
けなかった。

行政チェック 様々な分野の課題を調査し、一般質問を各定例会で行いチェック
する。 ◎ 定例会で毎回一般質問を行い、議案も活

発に質疑しチェックができた。

情報発信 活動報告会と会報誌発行を定期的に行うとともに、ＳＮＳなどで
町や議会の情報や議員活動内容を発信する。 △ 活動報告会開催と会報の発行を行った

が、ＳＮＳの発信は少なかった。

町民の声の反映 町民の皆さんからのご意見を参考に、課題解決に向けて活動す
る。 ○ 一歩一歩問題解決に向け、活動する事が

出来た。

政策提案 町の政策に対して、具体的な提案を行う。 ○ 質疑や質問を通じて指摘した内容が、若
干ではあるが実現していると思う。

八木　栄 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

一般質問 27年度中に最低２回は、一般質問をする。 ○ 予定通りできた。

自己研鑚
①　必要と思われる研修会、講習会、講演会に積極的に参加

し、議会人としての知識を身につける。
②　専門誌などを読んで情報や、知識を身につける。

×

○

個人的な研修には参加しなかった。
情報収集に努めた。

地元住民とのコミュニ
ケーションを図る

①　地域の会合や、集会へ参加し、コミュニケーションを図り課題
や意見を議会活動に活かす。

②　いただいた意見には、迅速に回答を届ける。
○

一般質問の実施。

自分なりに良くできた。

活動報告 定例会終了後、個人の議会報告を行なう。 △ ミニミニ議会報告を実施。
人を集めた報告会はやっていない。

河原崎曻司 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

議員活動の充実 議員の役割として、町民の意見の収集、資料提供を行って活動する。 ○ 町民との対話の中で地域の問題解決に関
わることや、資料提供もできた。

自己研鑽 各種諸団体の研修会や勉強会に参加して、意見交換や情報収集
を行う。 △

諸団体の会議などに参加し、意見交換や
情報収集したが、納得できる状況ではな
かった。

議会報告 町民の代表であり、代弁者であるための議会の情報を提供できる
ように努める。 ○ 議会報告は対話と資料提供ができた。

個人報告会は地域の方 、々諸団体に行った。

防災対策 地震防災訓練の充実と参加避難地の確認
幹線道路の早期完成と交通安全対策 ○

避難訓練への参加、避難地の確認ができた。
幹線道路の完成と浜田区画整理内の信号機
設置。

大塚邦子 議員
課題 取組内容 自己評価 評価理由

議長としてのリーダー
シップ

１．議会の代表としてふさわしい、倫理に基づいた言動に努める。
２．効率的で、効果的な会議の進行に努める。 △

１．議長としてふさわしい、倫理に基づい
た言動に務めた。
２．会議の進行には不足があった。

人口減少対策
１．特に、子育て世代、高齢者の意見を伺い、町政に反映する。
２．住環境の改善を図る。
３．子育てＮＰＯ法人の活動に参画する。

△
１．２．意見は伺ったが、町政への反映は
一部に留まった。
３．子育てＮＰＯ法人活動に参画できた。

町の活性化

１．津波防災まちづくりとにぎわいづくりを推進する。
２．大規模イベントを開催する。
３．地産地消の拡大に努める。 ○

１．地元説明会や個人報告会等で推進。
２．第６回吉田公園クラフトフェア開催。
３．事業活動は昨年度より生産者及び品
目を増やすことができた。

町民と行政のパイプ役 １．町民の意見や要望に対しては即行動し、結果を知らせる。
２．町政勉強会を行う。 × １．即行動ができなかった。

２．町政勉強会ができなかった。

自己研さん １．問題の本質を見極め、論点を明確にした発言力を身に付ける。 △ 十分とはいえない。

町民への情報発信

１．自分のホームページの更新回数を増やし、タイムリーな情報発
信に努める。
２．ブログのアクセスランキングを上げる。
（26年度・800位→27年度・500位にする。）

◎

１．昨年度より更新回数を増やすことがで
きた。
２．ブログのアクセスランキングは４１９位
であった。（３月３０日現在）
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３
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皆
さ
ん
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ら
の
多
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い
い
ね
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。

町議会FBトップ画面議会FB説明画面

第12回議会報告会のお知らせ

ホホホと明るく楽しく！（サークル紹介）

　28年度予算など議案審議における質疑や委員会の活動報告だけでなく、過去の議会報告会でいただい
たご意見などを参考にテーマを設定しました。車座になって懇談しましょう。　
　子育て支援の新しい施策について意見交換しましょう。
　みなさまのお越しをお待ちしています。　　　　　　

吉田町議会主催

内　　容
　☆　定例会審議の状況
　☆　議会ＩＣＴの取り組み
　☆　子育て支援について
　☆　意見交換

日　　程
　5月23日（月）住吉会館　　時間　19時～21時

24日（火）川尻会館　　　　　（開場　18時30分）　
25日（水）片岡会館
26日（木）自彊館　　問合わせ：議会事務局　33－2141

チューリップまつり 花桃の道（北区）

前回までの報告書はHPをご覧下さい。
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